
島の上公園の紅葉

　朝霞市は、都心から20km圏内で、

武蔵野台地の東に位置し、埼玉県の南

西部に当たります。南は東京都練馬区、

北は志木市、東は和光市、西は新座市、

さらには荒川を隔ててさいたま市、戸

田市と隣接しています。

　市域は南北約 6.3km、東西約

4.6km、面積は18.38km2で、市内

には、荒川、新河岸川、黒目川、越戸

川の４つの河川が流れています。

　かつての米軍基地跡地には、小・中・

高等学校をはじめ、陸上競技場、体育

館、図書館、公園など各種の公共施設

が整備され、市民のスポーツ、文化活

動、さらには憩いの場として使用され

ています。

　平成25年３月には、東武東上線と

東京メトロ副都心線、そして、東急東

横線との相互直通運転が開始され、新

宿、渋谷、横浜と直通で行き来できる

ようになったほか、市内で東武東上線

とJR武蔵野線が交差しており、鉄道網

が大変充実しております。また、間近に

関越自動車道や東京外環自動車道が通

るなど、車でのアクセスも充実しており、

更なる発展が期待されております。

朝 霞 市 紹 介

重要文化財旧高橋家住宅
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「朝
あさ

霞
か

」の名の由来

　昭和５年、東京府世田谷区駒沢にあった「東京ゴルフ倶楽部」
のゴルフ場が膝折村に移転することになりました。このことが
きっかけとなり、村名を改称し、同時に町制を施行しようとい
う機運が高まり、移転と時を同じくした昭和７年５月１日に朝
霞町が誕生しました。
　改称にあたっては、当時、東京ゴルフ倶楽部の名誉会長であっ
た朝香宮殿下の名をいただき、「朝霞」とすることになりました。
　市では、東京ゴルフ倶楽部から発せられた町名改称許可書を市
の文化財に指定し、大切に保管しています。

わくわくドーム前のラベンダー畑

朝霞駅南口駅前広場のイルミネーション
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